
宮
司　

田　

村　

泰　

教

　

猛
暑
が
過
ぎ
去
っ
て
か
ら
、
当
地
秋
田
を
は

じ
め
と
す
る
各
地
で
ク
マ
が
街
中
の
あ
ち
こ
ち

に
出
没
し
、
ひ
と
騒
ぎ
と
な
っ
て
い
る
。
当
社

も
止
む
を
得
ず
、
秋
を
前
に
栗
な
ど
の
木
を
伐

採
し
て
い
た
。
▽
奥
宮
が
鎮
座
す
る
太
平
山
頂

上
付
近
に
も
勿
論
ク
マ
は
出
る
が
、
山
頂
勤
務

の
際
、
遠
く
に
見
か
け
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
（
山

菜
採
り
の
方
は
別
と
し
て
）
登
山
中
の
大
き
な

事
故
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
▽
市
街
地
周
辺

に
生
息
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ア
ー
バ
ン
ベ
ア
は
、

人
の
気
配
を
警
戒
し
た
り
、
そ
の
姿
を
見
て
逃

げ
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
。
む
し
ろ
自
ら
人
間

と
の
距
離
を
つ
め
て
、
襲
い
か
か
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
る
と
言
う
。
集
計
に
よ
る
と
、
今
年
に

入
っ
て
か
ら
の
死
傷
事
故
の
約
七
割
が
人
里
で

お
き
て
い
る
。
▽
原
因
は
木
の
実
の
凶
作
に
加

え
て
、
温
暖
化
に
伴
う
自
然
環
境
の
変
化
、
山

村
の
過
疎
化
に
よ
る
里
山
の
荒
廃
、
シ
カ
等
の

爆
発
的
な
繁
殖
に
よ
る
エ
サ
不
足
な
ど
多
岐
に

亘
る
。
▽
里
の
味
を
知
っ
た
ク
マ
は
、
何
よ
り

人
命
を
守
る
た
め
に
、
早
急
な
駆
除
が
必
要
だ
。

保
護
を
求
め
る
声
も
あ
る
中
で
、
こ
の
残
念
な

状
況
を
今
後
も
繰
り
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。

生
活
圏
に
お
け
る
目
先
の
対
応
と
あ
わ
せ
て
、

ク
マ
や
関
係
動
物
の
個
体
数
管
理
や
森
林
整
備

な
ど
の
抜
本
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

迎
え
る
令
和
八
年
が
、
大
き
な
災
害
や
事
故
・

事
件
の
な
い
、
穏
や
か
で
平
和
な
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。
益
々
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令和７年三吉梵天祭

梵
天
祭
案
内
号
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私
は
秋

田
市
千
秋

矢
留
町
に

住
ん
で
お

り
ま
す
。

窓
か
ら
霊
峰
太
平
山
を
毎
朝
望
ん
で

い
ま
す
。
美
し
い
山
容
に
心
が
洗
わ

れ
る
気
が
し
ま
す
。

　

私
の
会
社
、
小
玉
醸
造
株
式
会
社

は
清
酒
太
平
山
を
醸
造
し
て
お
り
ま

す
。
只
今
、
今
年
の
酒
造
り
の
真
っ

最
中
で
蔵
人
の
張
り
詰
め
た
空
気
が

酒
蔵
を
占
め
て
い
ま
す
。
我
が
社
は

明
治
12
年
（
1
8
7
9
年
）
に
創
業

し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は
ヤ
マ
キ

ウ
味
噌
、
醤
油
の
製
造
を
主
な
仕
事

と
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
醤
油
に
は

国
税
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
造
石
税

と
い
っ
て
造
っ
た
分
に
課
税
す
る
と

い
う
や
り
方
だ
っ
た
た
め
税
務
署
職

員
が
頻
繁
に
醤
油
の
製
造
状
況
を
調

べ
に
来
社
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ

の
こ
ろ
弊
社
の
近
く
に
造
り
酒
屋
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
税
務
署
か
ら
酒

の
醸
造
を
始
め
な
い
か
と
い
う
お
誘

い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

醸
造
報
国
を
旨
と
し
て
い
た
私
の

曾
祖
父
、
小
玉
友
吉
は
清
酒
の
醸
造

を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
が
大
正
2
年
（
1
9
1
3
年
）
で

す
。
最
初
酒
の
名
前
を
金
剛
と
決
め

た
の
で
す
が
既
に
金
剛
は
商
標
が
他

社
に
取
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

り
、
困
っ
て
い
た
と
き
に
税
務
監
督

局
の
国
松
と
い
う
技
手
が
「
私
は
毎

日
太
平
山
を
眺
め
て
そ
の
姿
に
感
じ

入
っ
て
い
る
。
酒
の
名
前
に
困
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
太
平
山
に
す
る
の

が
よ
い
と
思
う
。」
と
い
う
推
薦
が

あ
り
、
さ
っ
そ
く
太
平
山
三
吉
神
社

を
お
訪
ね
し
、
太
平
山
を
酒
の
名
前

に
使
う
こ
と
の
お
許
し
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
太
平
山
の
商
標
を
取
得
し

無
事
清
酒
の
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

爾
来
弊
社
役
員
は
太
平
山
三
吉
神

社
の
責
任
役
員
を
務
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。私
も
役
員
を
拝
命
し
て
お
り
、

少
し
で
も
神
社
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
務
め
て
お
り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

東
麒
麟
と
い
う
清
酒
が
醸
造
さ
れ
て

い
ま
す
。
東
麒
麟
は
現
在
「
東
（
ア

ズ
マ
）」
と
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
日
本
国
外
で
最
も
古
い
清
酒
醸

造
所
で
す
。
こ
の
会
社
の
技
術
者
が

当
社
で
何
人
か
研
修
を
受
け
て
ブ
ラ

ジ
ル
に
赴
任
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ジ

ル
に
も
三
吉
神
社
が
あ
り
、
現
地
の

日
系
人
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
三
吉
信
仰
が
地
球
の
裏
側
ま

で
届
い
て
い
ま
す
。
こ
の
広
が
り
を

大
切
に
し
て
神
社
を
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
小
玉
醸
造
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長
）

地
元
シ
リ
ー
ズ

太
平
山
三
吉
神
社
と
清
酒
太
平
山　
　
責
任
役
員
　
小
玉
　
真
一
郎

屋根は鬼瓦

令和７年11月25日 み　よ　し 189号 （2）



みよしスケッチ
秋
季
例
大
祭
（
十
月
十
六
日
・
十
七
日
）

　

愛
着
の
あ
る
人
形
に
感
謝
を

捧
る
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

人
形
感
謝
祭
（
十
月
一
日
）

七
五
三
詣

第
二
十
回
三
吉
節
全
国
大
会
（
九
月
二
十
一
日
）

印
章
供
養
祭
（
十
月
一
日
）

　

古
く
な
っ
た
印
鑑
や
表
札
を
供

養
い
た
し
ま
し
た
。

（3） 189号 み　よ　し 令和７年11月25日



　

令
和
八
年
三
吉
梵
天
祭
の
打

合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

三
吉
梵
天
祭
打
合
せ
会
（
十
一
月
十
三
日
）

協
力
会
境
内
整
備
作
業（
十
月
二
十
五
日
）

神
符
守
札
遷
霊
清
祓
式（
十
一
月
十
八
日
）

城
東
中
学
校
職
場
体
験
（
十
一
月
十
一・十
二
日
）

神
宮
大
麻
頒
布
始
奉
告
祭

春
祈
祷
打
合
せ

（
十
一
月
二
日
）

北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

必
勝
祈
願

（
十
月
二
十
九
日
）

自
衛
警
備
隊
総
会
（
十
月
三
十
日
）

村
梵
天
奉
納
打
合
せ
（
十
一
月
八
日
）

令和７年11月25日 み　よ　し 189号 （4）



　未だ新型コロナウイルス感染症は終息に至らず、インフルエンザもこれから流行
期を迎えます。
　特に持病などをお持ちの方やご高齢の皆さま、また妊産婦の方々には、十分にご
注意の上、お参り頂きますようご案内申し上げます。

●授与料改定について
　・昨今の材料・奉製費や人件費等の高騰を受け、誠に不本意ながら、令和₇年11
　　月1日より守札・縁起物の授与料を改定させて頂きました。
　　何卒、諸事情をご賢察の上、ご理解下さいますよう、切にお願い申し上げます。

●お守り・お札の授与について
　・新年のお札・お守り・縁起物は、11月20日から授与を開始いたします。
　・12月下旬～ ₁月中旬の間は、神社正面向かって右側に臨時授与所を開設いた
　　します。
　・�三が日や多忙日は、神社正面階段下と東側武道場にも授与所を設けますので、

空いている所をご利用下さいませ。

●祈祷者の感染対策などについて
　・社殿内各所に、引続き空間除菌機と加湿器を設置しております。
　・ご希望の方用に、手指消毒用のアルコールを準備しております。
　・厳冬期、手水舎を閉鎖いたします。
　・祈祷の際は、係の誘導に従い適度な距離を空けてお座り頂きます。
　　また、祈祷の際は、玉串拝礼後に順次ご退出頂く場合がございます。

●各種ご祈祷について
　・�明年は１月₅日・₆日に会社・法人関係のお参りが集中することが見込まれま

す。もし可能でしたら、個人やご家族で祈祷を受けられる方は、その両日を極
力お避け下さいませ。

　・ご家族や団体さま毎にご着席頂きます。
　・�企業や団体の皆さまのご祈願祭は、仕事始めの（１月₅日～₇日）の期間は、

各団体₅名様までの参列とさせて頂きます。その他の日で人数が多い場合は、
担当/本庄までお問合せ下さい。

（年末年始）郵送祈祷・守札のお申込みについて
　電話や郵送・インターネットからの祈祷並びに授与品の申込みは、人員不足等の
事情から、年内に送付をご希望の方は11月末日、新年発送ご希望の方は12月10日ま
でに申し込みをお願いいたします。
　（12月11日～令和₈年₁月18日の間は、受付を中止いたします）
　何卒、ご理解ご協力のほど、重ねてお願い申し上げます。

年末年始のご参拝にあたり

（5） 189号 み　よ　し 令和７年11月25日



厄年・年祝いのご案内
厄年のお祓いや還暦・古稀などの年祝いを迎えられた方々の無病息災・除災招福のご祈願祭を随時
行っております。（団体様やホテル等での出張祈願をご希望の方はお気軽にお問合せ下さい。）

令和8年　丙午（ひのえうま）　厄年・年祝い一覧
干支 男性 女性 年齢（かぞえ）

昭和　 3年生 辰（たつ） 　　白　寿（はくじゅ） ９９歳
昭和 12年生 丑（うし） 　　卒　寿（そつじゅ） ９０歳
昭和 14年生 卯（うさぎ） 　　米　寿（べいじゅ） ８８歳
昭和 22年生 亥（いのしし） 　　傘　寿（さんじゅ） ８０歳
昭和 25年生 寅（とら） 　　喜　寿（き じ ゅ） ７７歳
昭和 32年生 酉（とり） 　　古　稀（こ き） ７０歳
昭和 40年生 巳（へび） 後　　厄 ６２歳
昭和 41年生 午（うま） 　還　暦（かんれき　大厄） ６１歳
昭和 42年生 未（ひつじ） 前　　厄 ６０歳
昭和 59年生 子（ねずみ） 後　厄 ４３歳
昭和 60年生 丑（うし） 大　厄 厄 ４２歳
昭和 61年生 寅（とら） 前　厄 ４１歳

昭和 64年・平成元年生 巳（へび） 後　厄 ３８歳
平成　 2年生 午（うま） 厄 大　厄 ３７歳
平成　 3年生 未（ひつじ） 前　厄 ３６歳
平成　 5年生 酉（とり） 後　厄 ３４歳
平成　 6年生 戌（いぬ） 厄 大　厄 ３３歳
平成　 7年生 亥（いのしし） 前　厄 ３２歳
平成 13年生 巳（へび） 後　厄 ２６歳
平成 14年生 午（うま） 大　厄 厄 ２５歳
平成 15年生 未（ひつじ） 前　厄 ２４歳
平成 19年生 亥（いのしし） 後　厄 ２０歳

平成  20年生（成人） 子（ねずみ） 厄 大　厄 １９歳
平成 21年生 丑（うし） 前　厄 １８歳
平成 26年生 午（うま） 十三参り １３歳

お正月の松飾りや縁起物、或いは古い神札・お守りなどをお焚き上げいたします。当
日ご都合のつかない方は、事前に古神札納所にお納め下さい。

〜書籍やぬいぐるみ・置物・写真など神社にご縁のない物や不燃物はお預かりできません。
　○人形類は10月1日の人形感謝祭にお持ち下さい。
　○環境への配慮からビニール袋等は外してお納め下さい。

午前10時〜午後3時

どんと祭 1月25日（日）

※
年
齢
は
数
え
年
で
す
の
で
、
誕
生
日
に
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
年
を
迎
え
る
と
一
つ
年
を
と
り
ま
す
。

令和７年11月25日 み　よ　し 189号 （6）



１月１日（木）

１月17日（土）

５月７日（木）

５月８日（金）

６月30日（火）

１月25日（日）

２月3日（火）

２月11日（水）

午前零時

神事
午前6時

午後６時

午後３時

午前10時

午前10時

午前９時

奉納
午前10時半〜正午

午前11時

� 歳　旦　祭

梵　天　祭

春季例大祭宵宮祭

夏越の大祓

春季例大祭当日祭

ど　ん　と　祭

節　分　祭

紀　元　祭

新年の始まりに国家の安泰と皆様のご安寧をお祈
りいたします

１年の無病息災と安泰を祈り、梵天を奉納する秋
田の冬の伝統行事（8頁参照）

五穀豊穣を始め家内安全、各種産業の発展を祈る
春の例大祭

一年の上半期締めくくりの日に、身に積もった罪
けがれを祓い清めます

古くなったお札やお守、お正月の縁起物などをお
焚上げいたします（６頁参照）

季節の変り目にあたり、身体健やかに、心穏やかに、
過ごせますよう福豆をまき供えて除災招福を祈ります

神武天皇建国の偉業を偲び、国の弥栄と世界の平
和を祈念いたします

令和8年　上半期主な祭典・行事予定

師
走
の
大
祓
式

　

こ
の
一
年
の
間
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
自
分
の
身
に

積
も
っ
た
罪
け
が
れ
を
祓
い
清
め
、
心
清
々
し
く
令
和
五

年
を
迎
え
、
穏
や
か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
を
祈
り
ま
す
。

　

ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が
、是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、　
日
時
　
十
二
月
三
十
一
日
︵
水
︶　
午
後
二
時

一
、　
於
　
　
神
社
拝
殿

○
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

形
代
で
ご
自
身
の
身
を
祓

い
清
め
、
随
時
ご
持
参
又

は
ご
郵
送
下
さ
れ
ば
三�

十
一
日
当
日
神
事
ご
奉
仕

の
上
、
御
神
符
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

○
当
日
ご
参
列
の
方
は
、
参

列
で
き
な
い
ご
家
族
の
方

の
形
代
を
ご
持
参
下
さ
い
。

※
形
代
（
か
た
し
ろ
）
は
神
社
に
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要

な
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
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